
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
アンテナコイルを有するとともに前記アンテナコイルを介しカードリーダの発振磁界と電
磁結合する非接触型ＩＣカードがそれぞれ収納される複数のカード収納部を備えた非接触
型ＩＣカードホルダーであって、
前記カード収納部間に隔壁部を設けるとともに、前記隔壁部に導電体部を設け

たことを特徴とする非接触
型ＩＣカードホルダー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、非接触型ＩＣカードを収納する非接触型ＩＣカードホルダーに関する。
【０００２】
【従来の技術】
キャッシュカードや定期券カードなどは、カードホルダーに収納され利用者に所持される
。
このようなカードホルダーの中には、その表裏にそれぞれカードを収納するためのポケッ
トを備えたホルダーがある。この場合、利用者は、カードホルダーの各ポケットから所望
のカードを取り出して利用する。
【０００３】
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一方、近年はカードリーダ側と非接触で結合する非接触型ＩＣカードが用いられるように
なってきた。非接触型ＩＣカードはカードリーダ上に載置するだけでカードリーダ側から
情報の読み取りや書き込みを行うことができる。
即ち、図６（ａ）に示す非接触型ＩＣカード４が、カードリーダの図６（ｂ）に示すアン
テナ基板６上に載置されると、アンテナ基板６上に形成されたアンテナコイル７の発振電
流Ｉ１に基づいて発生する発振磁界により、非接触型ＩＣカード４上のアンテナコイル５
に電流Ｉ２が誘起されこの誘起電流に基づく電圧が電源電圧としてＩＣカード４に供給さ
れ、カードリーダ側からアンテナ７及びアンテナ５を介しＩＣカード４の図示しないメモ
リに対するデータの読み出しや書き込みが可能になる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
このような非接触型ＩＣカードを従来のカードホルダーのポケットに収納したままカード
リーダ上に載置すれば、カードリーダ側では上述したように非接触型ＩＣカードに対しデ
ータの読み取りや書き込みを行うことができる。
しかし、２枚の非接触型ＩＣカードをそれぞれカードホルダーの表裏の各ポケットに収納
したままカードリーダ上に載置すると、カードリーダから一方のＩＣカードに対してデー
タの読み取りや書き込みを行うと、カードリーダのアンテナから発生する磁界が他方のＩ
Ｃカードに影響を与えるという問題が生じている。
【０００５】
即ち、図５に示すように、カードリーダのアンテナ基板６上に、各ポケット２Ａ，２Ｂに
それぞれ非接触ＩＣカード４Ａ，４Ｂが収納されたカードホルダー１を載置するか、また
はそのカードホルダー１をカードリーダ上にかざすと、アンテナ基板６のアンテナコイル
７の通電により発生する発振磁界ＨがＩＣカード４Ａのアンテナコイル５に作用し、ＩＣ
カード４Ａに対するデータの読み出し及び書き込みは勿論可能であるが、このときアンテ
ナ基板６の発振磁界ＨがＩＣカード４Ｂのアンテナコイル５にも作用し、この結果、本来
ＩＣカード４Ａのみを利用したいのに、ＩＣカード４Ｂに対してもデータの読み出しや書
き込みが行われてしまうという問題が発生する。このため、利用者は逐一カードホルダー
の各ポケットから所望の非接触型ＩＣカードを取り出して利用しなければならないという
課題が発生する。また、カードリーダ側に無用なＩＣカードとの発振磁界を形成させてし
まい無用な電源を消費させてしまうという課題も発生する。
【０００６】
したがって本発明は、それぞれがアンテナを有する複数枚の非接触型ＩＣカードを各ポケ
ットにそれぞれ収納されたカードホルダーをリーダライタのアンテナ上に載置またはかざ
した場合、本来データの読み出しや書き込みを行うべき１つの非接触型ＩＣカードとカー
ドリーダとを的確に電磁結合させることを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
このような課題を解決するために本発明の非接触型ＩＣカードホルダーは、複数の非接触
型ＩＣカードをそれぞれ収納する複数のカード収納部を備えたホルダーであって、カード
収納部間に隔壁部を設けるとともに、隔壁部に導電体部を設け

。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
図１は本発明に係る非接触型ＩＣカードホルダーの構成を示す図であり、この非接触型Ｉ
Ｃカードホルダー（以下、ＩＣカードホルダー）１は、２つのカードポケット（カード挿
入口）２Ａ，２Ｂを有し、カードポケット２Ａ，２Ｂにはそれぞれ非接触型ＩＣカード（
以下、ＩＣカード）４Ａ，４Ｂが収納される。そして、２つのカードポケット２Ａ，２Ｂ
間には、隔壁部３が設けられている。
【０００９】
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図２は、図１に示すＩＣカードホルダー１の上面図であり、図２中、隔壁部３の下側のカ
ードポケット２ＡにはＩＣカード４Ａが収納され、かつ隔壁部３の上側のカードポケット
２ＢにはＩＣカード４Ｂが収納されている。
ここで、隔壁部３は、フェライト等の非導電性の磁性体を含む磁性体層から構成される磁
性体部３Ａ，３Ｂと、アルミ箔等の導電性層から構成される導電体部３Ｃとからなり、図
２に示すように、磁性体部３Ａはカードポケット２Ａ側に、磁性体部３Ｂはカードポケッ
ト２Ｂ側に設けられ、かつ導電体部３Ｃは、２つの磁性体部３Ａ，３Ｂ間に設けられる。
【００１０】
このように、２つのＩＣカード４Ａ，４Ｂをそれぞれ収納するカードポケット２Ａ，２Ｂ
間の隔壁部３を、磁性体部３Ａ，３Ｂと導電体部３Ｃとから構成し、かつ導電体部３Ｃを
２つの磁性体部３Ａ，３Ｂ間に設けることにより、ＩＣカード４Ａ，４Ｂのデータの読み
取りや書き込みを行うカードリーダの後述するアンテナ基板６の発振磁界は一方のＩＣカ
ードのみに影響を与え、他方のＩＣカードには影響を与えない。
【００１１】
図３は各ＩＣカード４Ａ，４Ｂを収納した図２のＩＣカードホルダー１を、カードリーダ
の上述したアンテナ基板６上に載置するか、或いはアンテナ基板６上にかざした場合の状
況を示す図である。
ここで、カードリーダのアンテナ基板６に形成されたアンテナコイル７に発振電流が通電
されると、アンテナコイル７の周囲には発振磁界Ｈが発生する。この場合、ＩＣカード４
Ａ，４Ｂを収納したＩＣカードホルダー１を、ＩＣカード４Ａが下側となるようにアンテ
ナ基板６上に載置するか、或いはアンテナ基板６上にかざすと、アンテナ基板６のアンテ
ナコイル７の周囲から発生する発振磁界ＨによりＩＣカード４Ａのアンテナコイル５に電
流が誘起される。そして、この誘起電流に基づく誘起電圧がＩＣカード４Ａの図示しない
メモリなどの各部に電源電圧として供給されることにより、各アンテナコイル５，７を介
しカードリーダ側からＩＣカード４Ａのメモリに対しデータの読み取りや書き込みが可能
になる。
【００１２】
ここで、アンテナ基板６の発振磁界Ｈは、カードポケット２Ａ上の磁性体部３Ａにより吸
収されてこの磁性体部３Ａを透過しアンテナ基板６側に戻る磁路を形成する。また、アン
テナ基板６の発生する発振磁界Ｈのうち導電体部３Ｃと鎖交する磁界は導電体部３Ｃによ
り生じる渦電流により打ち消され、ＩＣカード４Ａ上に位置するＩＣカード４Ｂのアンテ
ナコイル５には影響を与えない。したがって、アンテナ基板６の発振磁界Ｈは下側のＩＣ
カード４Ａのアンテナコイル５とのみ電磁結合し、カードリーダ側からＩＣカード４Ａに
対してのみデータの読み取りや書き込みが行われる。
【００１３】
次に、ＩＣカードホルダー１の表裏を逆にしてカードポケット２Ｂを下側として、カード
リーダのアンテナ基板６上に載置すると、アンテナ基板６の発振磁界Ｈがカードポケット
２Ｂ上の磁性体部３Ｂにより吸収されてこの磁性体部３Ｂを透過しアンテナ基板６側に戻
る磁路が形成される。また、アンテナ基板６の発生する発振磁界Ｈのうち導電体部３Ｃと
鎖交する磁界は導電体部３Ｃにより生じる渦電流により打ち消され、カードポケット２Ａ
内のＩＣカード４Ａのアンテナコイル５には影響を与えない。したがって、アンテナ基板
６の発振磁界Ｈはカードポケット２Ｂ内のＩＣカード４Ｂのみと電磁結合して、そのＩＣ
カード４Ｂのアンテナコイル５のみに電流を誘起させ、この結果、カードリーダ側からＩ
Ｃカード４Ｂのみに対しデータの読み取りや書き込みを行うことができる。
【００１４】
このように、２つのＩＣカード４Ａ，４Ｂをそれぞれ収納するカードポケット２Ａ，２Ｂ
間の隔壁部３を、磁性体部３Ａ，３Ｂと導電体部３Ｃとから構成し、かつ導電体部３Ｃを
２つの磁性体部３Ａ，３Ｂ間に設けるようにしたので、ＩＣカードホルダー１のＩＣカー
ド４Ａ側をカードリーダのアンテナ基板６上にかざしたり載置したときには、アンテナ基
板６から発生する発振磁界ＨはＩＣカード４Ａのアンテナコイル５のみと電磁結合し、Ｉ
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Ｃカード４Ｂのアンテナコイル５には影響を与えないため、ＩＣカード４Ａのみからデー
タの読み出しや書き込みが可能になる。また、ＩＣカードホルダー１のＩＣカード４Ｂ側
をカードリーダのアンテナ基板６上にかざしたり載置したときには、アンテナ基板６から
発生する発振磁界ＨはＩＣカード４Ｂのアンテナコイル５のみと電磁結合し、ＩＣカード
４Ａのアンテナコイル５には影響を与えないため、ＩＣカード４Ｂのみからデータの読み
出しや書き込みが可能になる。この結果、ＩＣカードホルダー１から逐一所望のＩＣカー
ドを取り出してカードリーダ上に載置またはかざさなくても、ＩＣカードホルダー１の所
望のＩＣカードが収納されているカードポケット側をカードリーダに載置またはかざすだ
けで、他のＩＣカードに悪影響を与えずにデータの読み出しや書き込みを行うことができ
る。
【００１５】
なお、カードポケットに収納されたＩＣカードと導電体部３Ｃ間の距離が離れている場合
は、隔壁部３を、導体部３Ｃのみにより構成することもできる。したがって、こうした場
合は、アンテナ基板６から発生する発振磁界Ｈの磁路を形成する磁性体部３Ａ，３Ｂを省
略することができる。
【００１６】
図４はＩＣカードホルダーの他の実施の形態を示す図であり、ＩＣカードホルダーを定期
券入れのように、２つのシート片１１，１２により構成し、２つのシート片１１，１２を
点線で示す折り目で折りたたんだり、或いは見開きが可能なように構成する。
ここで、シート片１１の表裏にそれぞれ、カードポケット１３Ａ，１３Ｂを設け、カード
ポケット１３Ａ，１３ＢにそれぞれＩＣカード４Ａ，４Ｂを収納する。また、各カードポ
ケット１３Ａ、１３Ｂ間の隔壁部３１は、図２の隔壁部３と同様、磁性体部３Ａ，３Ｂと
導電体部３Ｃとから構成し、かつ前記導電体部３Ｃを２つの磁性体部３Ａ，３Ｂ間に設け
るようにする。
【００１７】
また、シート片１２の表裏にもそれぞれ、カードポケット１４Ａ，１４Ｂを設け、ＩＣカ
ード４Ｃ，４Ｄを収納する。各カードポケット１４Ａ、１４Ｂ間の隔壁部３２は、前記隔
壁部３１と同様、磁性体部３Ａ，３Ｂと導電体部３Ｃとから構成し、かつ前記導電体部３
Ｃを２つの磁性体部３Ａ，３Ｂ間に設けるようにする。
【００１８】
このようにＩＣカードホルダーを構成することで、各カードポケット１３Ａ，１３Ｂ，１
４Ａ，１４Ｂ内の各ＩＣカード４Ａ～４Ｄのうち所望のＩＣカードが収納されているカー
ドポケット面をカードリーダのアンテナ基板６上にかざしたり載置するだけで所望のＩＣ
カードのみリーダライタによりデータの読み出しや書き込みが行われ、この際にアンテナ
基板６から発生する発振磁界は隔壁部により遮断されて他のＩＣカードには影響を与えな
い。
【００１９】
なお、本実施の形態では、各カードポケットにそれぞれ１枚づつＩＣカードを収納する例
を示したが、カードリーダ側で複数のＩＣカードの識別が可能な場合は１つのカードポケ
ットに複数の同一種のＩＣカードを収納するようにしても良い。
また、各隔壁部３，３１，３２を構成する磁性体部３Ａ，３Ｂは、磁性体物質をゴムなど
で混ぜ合わせて柔軟性を持たした複合材料であっても良い。
また、カードリーダとしては、ＩＣカードを非接触型で挿入するようにしても良い。
【００２０】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、複数のＩＣカードをそれぞれ収納する複数のカード
収納部を備えたＩＣカードホルダーにおいて、カード収納部間に隔壁部を設けるとともに
、隔壁部に導電体部を設けるようにしたので、所望のＩＣカードが収納されるカード収納
部面をカードリーダ上に載置、またはかざした場合、リーダライタ側から所望のＩＣカー
ドの読み出しや書き込みが可能になるとともに、その際にカードリーダから発生する発振
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磁界は前記導電体部により遮断されて他のＩＣカードに影響を与えない。したがって、所
望の１つのＩＣカードとカードリーダとを的確に電磁結合させてカードリーダ側からその
ＩＣカードに対してのみデータの読み取りや書き込みを行うことができる。
また、隔壁部に導電体部を挟んで第１及び第２の磁性体部を設けるように構成したので、
カードリーダから発生する発振磁界の磁路を的確に形成することができ、したがって電磁
結合した１つのＩＣカードに対し的確にデータの読み取りや書き込みを行うことができる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る非接触型ＩＣカードホルダーの第１の構成例を示す図である。
【図２】図１に示す非接触型ＩＣカードホルダーの上面図である。
【図３】複数の非接触ＩＣカードを収納した非接触型ＩＣカードホルダーがカードリーダ
上に載置された場合にカードリーダの発振磁界が非接触ＩＣカードに及ぼす影響を示す説
明図である。
【図４】非接触型ＩＣカードホルダーの第２の構成例を示す図である。
【図５】従来の非接触型ＩＣカードホルダーとカードリーダの発振磁界との関係を示す説
明図である。
【図６】非接触型ＩＣカードに形成されたアンテナコイルを示す図（図６（ａ））及びカ
ードリーダのアンテナ基板上に形成されたアンテナコイルを示す図（図６（ｂ））である
。
【符号の説明】
１…非接触型ＩＣカードホルダー、２Ａ，２Ｂ，１３Ａ，１３Ｂ，１４Ａ，１４Ｂ…カー
ドポケット、３，３１，３２…隔壁部、３Ａ，３Ｂ…磁性体部、３Ｃ…導電体部、４Ａ～
４Ｄ…非接触型ＩＣカード、５，７…アンテナコイル、６…アンテナ基板、１１，１２…
シート片。
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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